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平
成

31

年
全
体
会
開
催

ひ
ょ
う
ご
の
農
地
有
効
活
用

　
　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

初
級
簿
記
研
修
会
開
催

ひ
め
じ
地
産
地
消
フ
ェ
ア
開
催

意

見

交

換

会

実

施

　
１
月
24
日
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
合
同
会

議
で
あ
る
全
体
会
を
開
催
し
、
平

成

30

年
の
事
業
報
告
及
び
平
成

31

年
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10

年
に
わ
た
り
農
業

委
員
会
活
動
に
尽
力
し
た
田
靡

仁
志
委
員
︵
曽
左
︶
に
市
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
11

月

16

日
、
篠
山
市
で
ひ
ょ

う
ご
の
農
地
有
効
活
用
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
︵
兵
庫
県
等
主
催
︶
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
近
畿
農
政
局
長
の
基
調
講
演
や

４
地
区
の
事
例
発
表
が
あ
り
、
農

業
委
員
会
か
ら
は
、
４
名
の
農
業

委
員
と
事
務
局
職
員
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
11
月
10
〜
11
日
、
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
農
林
漁
業
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
三

万
千
人
が
来
場
し
、
収
穫
の
秋
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
も
窓
口
を
設
け
、

農
業
者
の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け

ま
し
た
。

　
11

月
８
日
、
農
業
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

25

名
が
豊
岡
市
農
業
委
員
会
に
伺
い
、

担
い
手
へ
の
集
積
活
動
の
具
体

事
例
、
担
い
手
の
い
な
い
地
域
で

の
担
い
手
育
成
策
、
未
相
続
地
の

遊
休
農
地
へ
の
対
応
、
獣
害
防
止

策
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
１
回
、

市
内
の
農
地
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
８
月
20
〜
22
日
、

６
班
体
制
で
、
平
成

29

年
の
新

規
就
農
者
、
相
続
税
納
税
猶
予
適

用
者
、
利
用
意
向
調
査
対
象
者
の

農
地
161
筆
15
��
に
つ
い
て
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
適
切
に
維
持
管
理

さ
れ
て
い
な
い
農
地
32
筆
2.9
��
の

所
有
者
等
へ
、
改
善
指
導
や
農
地

利
用
意
向
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

第
27
回
農
林
漁
業
ま
つ
り
開
催

　
姫
路
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支

援
事
業
及
び

J
A

集
落
営
農
組

織
協
議
会
姫
路
支
部
活
動
と
し
て
、

７
月
25
日
、
８
月
24
日
、
９
月

21

日
の
計
３
日
間
、
夢
前
福
祉

セ
ン
タ
ー
﹁
ぱ
る
む
﹂
に
お
い
て
、

初
級
簿
記
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

集
落
営
農
組
合
か
ら
28
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月

23

日
、
大
手
前
公
園
で
、

ひ
め
じ
地
産
地
消
フ
ェ
ア
が
市

主
催
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
新
鮮
な
農
畜

水
産
物
の
販
売
、
試
食
、
商
談

会
が
あ
り
、
各
コ
ー
ナ
ー
は
大
変

盛
況
で
し
た
。

大
豆
パ
ワ
ー
に

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　

荒
川
小
学
校

大
豆
パ
ワ
ー
に

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　

荒
川
小
学
校

農

地

パ

ト

ロ

ー

ル

実

施

※平成30年12月末現在

農地中間管理事業を活用した農地

　面　積　　約538��（4,581筆）
　担い手　　40経営体

　策定済　　48集落

農地中間管理事業
取組状況

人・農地プラン策定状況

　相続税等納税猶予を受けた農地が

営農されていない場合は、納税猶予が

打ち切られ、猶予されていた税とと

もにその期間の利子税も合わせて

納付しなければならなくなります。

　雑草が繁茂している場合はもちろん、

農作物の栽培形跡が見られない場合も

営農しているとはみなされませんので、

十分ご注意ください。

納税猶予を受けておられる方へ

　遊休農地は、雑草や害虫の発生が周辺に迷惑を与える
ばかりでなく、不法投棄や火災を招く恐れもあります。
農地をお持ちの方は、日頃から適切な維持管理をお願い
します。

　農地を農地以外の用途に変更する（農地転用）には許可・

届出が必要です。事前に農業委員会事務局にご相談くだ

さい。

農地の適正利用を

農地の転用には許可・届出を
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しっかり積み立て！がっちりサポート安心で豊かな老後
農業者年金に加入しませんか！！

平成3 1年度利用権設定のお知らせ

農 業 者 年 金 受 給 者 の 方 へ

姫 路 市 賃 借 料 情 報

　市街化区域以外の農地では、農業経営基盤強化促進法に

基づく利用権設定の手続きを活用できます。

　利用権設定による貸借は契約期間が満了すれば、貸主に

自動的に農地が返ってくるため、土地所有者が安心して

土地を貸せる仕組みになっています。

　＜対　　象＞　市街化区域以外の農地
　＜期　　間＞　原則 3 ă6 ă10 年のいずれか
　＜公告時期＞　年 2 回　５ /15（３ /11 までの申込分 )
　　　　　　　　　　　　11/15（９ /10 までの申込分 )
　＜お問合せ＞　農政総務課　TEL　079-221-2475

　農業者年金を受給されている方は、毎年５月下旬に独立
行政法人農業者年金基金より現況届が届きますので、６月
末までに農業委員会事務局へ提出してください。

　平成30年1月から12月までに締結（公告）された

賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）は、以下の

とおりです。

1.データ数は、集計に用いた筆数です。

2. 標準的な水準を算出するため、区分毎に全賃借料データの平均

　値±（平均値×70％）を超えるものを除いています。

3.旧香寺町及び旧安富町は、データ数不足（5件未満）のため算出

　していません。

＜加入要件＞

　①年齢要件・・60 歳未満

　②国民年金の要件・・国民年金第１号被保険者

　③農業上の要件・・年間 60 日以上農業に従事

上記の３つの要件を満たす人は誰でも加入できます。

農地を持っていない農業者、配偶者、後継者などの家族従

事者も加入できます。

姫
路
市
中
部

荒
川
小
学
校
で
は
、
３
年
生
の

児
童
が
、
連
合
自
治
会
・
農
区
・

J
A
兵
庫
西
・
P
T
A
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
﹁
大
豆
パ
ワ
ー
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
﹂
と
銘
打
っ
て
、

総
合
的
な
学
習
で
大
豆
の
種
ま

き
か
ら
豆
腐
作
り
ま
で
一
連
の

農
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
６
月
下
旬
、
﹁
こ
ん
な
小
さ
な

種
で
本
当
に
育
つ
の
か
な
？
﹂

と
不
安
と
期
待
を
胸
に
種
を
ま

き
ま
し
た
。

　
７
月
初
旬
に
な
り
、
苗
を
植

え
ま
し
た
。
農
区
の
方
に
教
え

て
頂
い
た
と
お
り
、
し
っ
か
り

土
を
か
け
、
愛
情
を
こ
め
て

水
を
た
っ
ぷ
り
と
あ
げ
ま
し
た
。

﹁
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
風
に
大
き
く

な
る
の
か
楽
し
み
。
﹂
﹁
上
手
に

育
て
て
、
美
味
し
い
豆
腐
を

作
り
た
い
。
﹂
と
い
う
願
い
を

持
ち
、
今
後
の
生
長
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
に
入
り
、
待
ち
に
待
っ

た
収
穫
で
す
。
﹁
無
事
に
収
穫
で

き
て
良
か
っ
た
。
﹂
と
大
喜
び
で

笑
顔
に
な
る
反
面
、
﹁
天
候
が

悪
か
っ
た
り
、
鹿
や
鳥
に
食
べ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
少
し
の

量
し
か
収
穫
で
き
な
く
て
残
念

で
し
た
。
﹂
と
農
家
の
苦
労
の
ほ

ん
の
一
部
を
身
を
持
っ
て
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
大
豆
が
天
日
干
し

で
完
全
に
乾
い
た
後
は
、
脱
穀

で
す
。
ま
ず
、
莢
か
ら
大
豆
を

取
り
出
す
た
め
に
、
足
で
踏
む

作
業
を
し
ま
し
た
。
出
て
く
る

大
豆
を
見
て
、
再
び
収
穫
で
き
た

こ
と
を
喜
び
、
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
取
り
出
し
た
大
豆
は
、
社
会

科
で
学
習
し
た
昔
の
道
具
の
一

つ
で
あ
る
﹁
と
う
み
﹂
を
使
っ
て
、

莢
ク
ズ
や
未
熟
粒
な
ど
と
の

選
別
を
し
ま
す
。
﹁
今
は
機
械
で

や
っ
て
い
る
け
ど
、
昔
は
手
で

回
し
て
風
を
起
こ
し
て
い
た
の
で

大
変
だ
と
思
っ
た
。
﹂
と
先
人
の

作
業
の
大
変
さ
に
気
づ
く
児
童

も
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
活
動
は
、
豆
腐
作
り

で
す
。
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

農
区
や
J
A
兵
庫
西
、
手
伝
っ
て

く
だ
さ
っ
た
P
T
A
の
方
々
を

招
い
て
行
う
作
業
は
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
真
剣

そ
の
も
の
で
し
た
。
出
来
上
が
っ

た
豆
腐
を
食
べ
、
﹁
自
分
た
ち
の

力
で
育
て
た
大
豆
を
使
っ
て
作
っ

た
豆
腐
は
と
っ
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
﹂
と
児
童
の
顔
は
達
成

感
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
河
口
壮
志
先
生
︶

締結（公告）
された地域名

旧 姫 路 市

旧 夢 前 町

旧 香 寺 町

旧 安 富 町

姫 路 市 全 域

平均額

7,300

9,000

−

−

7,600

最高額

13,000

10,100

−

−

−

最低額

6,000

5,000

−

−

−

データ
数

参　考
(使用貸借)

26

5

2

0

33

602 

130 

515 

48 

1,295

【大豆苗の植え付け】【大豆苗の植え付け】

【“とうみ”で選別】【“とうみ”で選別】

【豆腐作り】【豆腐作り】
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ヒノヒカリ

キヌヒカリ

きぬむすめ

兵 庫 夢 錦

1,639�

1,191�

845�

334�

334��

242��

172��

68��

98

品　種 収　量 作付面積 作況指数

(JA兵庫西資料 )

農 事 相 談 室室農 事 相 談 室農農 事 相 談 室農 事 相 談 室農 事 相 談 室農 事 相 談 室

ひめじ農業委員会だよりひめじ農業委員会だより 飯
塚
　
祐
樹
さ
ん

︻
編
集
委
員
︼

会
　
　
長
　
　
池
内
　
宏
行

会
長
職
代
　
　
小
段
　
昭
文

委
　
　
員
　
　
大
塚
　
正
稔
　

委
　
　
員
　
　
橋
本
　
文
男
　

委
　
　
員
　
　
福
永
　
昌
弘

委
　
　
員
　
　
青
田
　
　
誠

　
姫
路
市
北
西
部
、
夢
前
町
古
知
之
庄
で
、

稲
作
農
業
を
営
む
飯
塚
祐
樹
さ
ん
︵
39
︶。

　
平
成
17
年
か
ら
農
地
所
有
適
格
法
人︵
有
︶

夢
前
夢
工
房
で
農
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
、
平
成
25
年
４
月
に
独
立
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
主
食
用
米
を
中
心
に
水
稲
を

13
��
、
小
豆
、
玉
ね
ぎ
等
の
野
菜
を
１
��

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ょ
う
ご
安
心
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証
を

取
得
す
る
な
ど
生
産
者
と
し
て
安
心
で

安
全
な
も
の
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
美
味
し
い
お
米
を
作
る

こ
と
に
は
特
に
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
活
動
を

と
の
思
い
か
ら
、
実
際
に
消
費
者
の
目
で

見
て
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
も
力
を
注
い
で
お
ら
れ
、

昨
年
は
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む

﹁
夢
前
ゆ
め
街
道
づ
く
り
実
行
委
員
会
﹂
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
壺
坂
酒
造
︵
株
︶
と
と

も
に
約
百
年
前
の
主
流
酒
米
﹁
弁
慶
﹂
を

使
っ
た
日
本
酒
の
復
活
に
挑
戦
し
、
一
般
の

方
向
け
に
田
植
え
や
稲
刈
り
の
体
験
会
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
て
、
規
模
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
小
豆

や
玉
ね
ぎ
な
ど
の
作
付
面
積
も
増
や
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の

担
い
手
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　︵
農
業
委
員
　
橋
本
静
枝
︶

　姫路市では、中山間地域にある北部農山村地域 (夢前町及び

安富町 )の活性化を図るため、「姫路市北部農山村地域活性化基

本計画」を平成30年９月に策定しました。

　本計画では、地域資源をさらに磨き、価値を高めて将来へ

引き継いでいくことで、活力ある地域の発展を目指します。

＜お問合せ＞　農政総務課　TEL　079-221-2476

●発行日
　毎週金曜日
●購読料
　月額700円（送料込）
●申込先
　農業委員会事務局
　TEL 079-221-2822

農地の売買、貸借関係、相続税等納税猶予など、

お気軽にご相談ください。

※事務手続きなどのご相談は、随時受け付けています。

◎原則、第１水曜日　午前 10 時〜 12 時

　【場　所】 農業委員会室（姫路市役所 本館 9 階）

　お問合せ　農業委員会事務局　TEL　079-221-2823

認
定
農
業
者
紹
介
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酒米「弁慶」

兵庫県が育種し、戦前

までは、県内で最も多く

作られた酒米でしたが、

特徴が似た「山田錦」が

奨励品種として広まるに

つれ、作付面積が減少

しました。

姫 路 市 北 部 農 山 村 地 域 活 性 化
基 本 計 画 の 策 定

全国農業新聞を
購読しませんか

月　日

３月６日

４月 3 日

５月８日

６月 5 日

７月３日

８月７日

９月４日

水

水

水

水

水

水

水

曜日

農薬を散布する際は、近隣農家や

周辺住民とコミュニケーションを

とる・風の少ない時間帯に使用す

るなど周辺環境に配慮しましょう。

農作業後、道路を通行する際は、

農機具の土を取り除いてから移動

するようにお願いします。

※道路に落ちた土は、スリップ事故の
　原因になり危険です！

　相続登記が完了し

たら、農地の所在す

る農業委員会に相続

届を提出して下さい

農薬の適正使用を 農機具についた土の後始末を 農地を相続したら相続届を

平成30年度水稲作付状況
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